
2018年4月1日～6月17日まで ◉入場無料
［開館日］：水・木・土・日曜日 11：00～16：00（入場は閉館の 30分前まで）    ［休館日］：月・火・金曜日
［会　場］：緑ヶ丘美術館 → 〒630－0262 奈良県生駒市緑ヶ丘 2731－10
  ●URL： http://mam-museum.com    〈お問い合わせは FAXで：FAX. 0743-85-7880〉

山田義明 【九谷色絵磁器】展◉「命を写し、姿を焼く」
　 ──彩景の色絵師──

※山田義明氏の在館日：4月7日（土）午後から 4月8日（日）の昼過ぎまで。5月16日（水）午前中から昼過ぎまで。
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◉ 山田義明（やまだ よしあき）：プロフィール
1948 年 石川県寺井町に生まれる
1974 年 創造美術会、山近剛氏に師事
1975 年 第 28 回創造展入選 （以来連続入選）
 故武腰泰山氏の薫陶を受ける
1976 年 九谷新作展最高賞受賞
1978 年 第 1 回伝統九谷焼工芸展入選（以来連続入選）
1982 年 第 29 回日本伝統工芸展初入選
1983 年 第 6 回伝統九谷焼工芸展優秀賞受賞
 石川の伝統工芸展入選（以来連続入選）
 第 7回伝統九谷焼工芸展九谷連合会理事長賞受賞
1985 年 日本工芸会正会員に推挙される
1986 年 創造展会員賞受賞
1987 年 第 11 回伝統九谷焼工芸展九谷連合会理事長賞受賞
1990 年 石川の伝統工芸展奨励賞受賞
1994 年 日本橋三越にて個展（以後 8回開催）
1998 年 創造展 東京都知事賞受賞
1999 年 伝統工芸士認定
2000 年 伝統九谷焼工芸展技術賞受賞
2004 年 伝統九谷焼工芸展技術賞受賞
 銀座和光にて個展
2005 年 伝統九谷焼工芸展次賞（北國新聞社賞）受賞
 新作陶芸展にて日本工芸会賞受賞
2007 年 第 60 回創造展文部科学大臣賞受賞
2008 年 日本橋三越にて個展（還暦記念）
2010 年 伝統九谷焼工芸展優秀賞受賞
 石川の伝統工芸展奨励賞受賞
2011 年 伝統九谷焼工芸展優秀賞受賞
 創造美術会 代表に就任（2017 年現在・顧問）
2015 年 伝統九谷焼工芸展優秀賞受賞
2016 年 伝統九谷焼工芸展大賞受賞
 第 63 回日本伝統工芸展「色絵山帰来文九角鉢」
 宮内庁お買上げ（6回のお買上げ）
2017 年 伊勢神宮 神宮美術館・特別展─歌会始御題によせて
　　　　  ─「野葡萄文九角鉢」を出品。伊勢神宮に奉納
2018 年 伝統九谷焼工芸展大賞受賞

数々の色見本、何十枚もの和絵の具を
す

擂ったガ

ラス板が並ぶ陶房。九谷五彩と呼ばれる伝統色

「赤・黄・青・紫・紺青」を発展させ、これまで

にないやわらかな色彩を生み出した山田義明氏。

120色にものぼる多彩な色を自在に用いて、繊細

かつのびやかな筆で描かれた小鳥や草花は、生

命のみずみずしさを湛えている。陶房近くの野

山へ出かけ、そこに咲く花や木の実を丹念に写

生したものを基に描かれた作品には、うつろい

ゆく四季折々の美しい情景が映し出されている。

山田義明
【九谷色絵磁器】展

◉「命を写し、姿を焼く」
　 ──彩景の色絵師──

Y O S H I A K I  Y A M A D A
Yoshiak i  Yamada 2018 Pottery  Art  Exhib i t ion  at  Midor igaoka  Art  Museum in  Nara

〒630-0262 奈良県生駒市緑ヶ丘2731-10

《交通アクセス》  Midorigaoka Art Museum Access
◉ 公共交通機関：〈地下鉄中央線・近鉄けいはんな線〉または
 〈近鉄生駒線〉〈近鉄奈良線〉で『生駒駅』下車。
 生駒駅「南口1番のりば」より奈良交通バス『中菜畑二丁目
行き』バス乗車→『湯船バス停』下車、徒歩3分。

◉ 自動車：第二阪奈有料道路『生駒出口』を降り『壱分ランプ』
を左折し直進→『中菜畑1丁目』の信号を左折し約2分。
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〈赤穂月桃 ( レッドジンジャー ) 図面取花瓶〉

〈ハイビスカス図八角皿〉
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